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§１．研究成果の概要 

金属酸化物クラスターによる多電子・プロトン移動触媒の創製に向けて、新たな触媒設計に取り

組むとともに、金属酸化物クラスターを利用した有機基質の多電子光還元反応を行った。S 字型金

属酸化物クラスターが、アルコールを還元剤、可視光を駆動力としたケトンの多電子還元反応に高

い活性を示すことを見出した。特に、S 字型金属酸化物クラスターのプロトン化状態を変えて触媒

の酸化還元電位を制御することや、基質の活性化サイトとなる金属イオンを触媒に導入することに

より、ケトンから対応するアルコールへの光還元反応が効率的かつ選択的に進行した。また、前年

度までに開発したモリブデン酸化物クラスターの反応制御法を応用することにより、新しい欠損型

構造が選択的に生成することを見出した。この欠損型構造は有機基や金属イオンを導入するため

の分子鋳型として機能することから、多電子・プロトン移動触媒の合成に利用できると期待される。 

さらに、前年度に開発したタングステン酸化物クラスターの反応制御による銀ナノクラスター合成

法を応用し、筒状に結合して生成したタングステン酸化物クラスターの内部空間を利用することで、

「超安定な極小サイズの銀ナノクラスター」の合成にも成功した。今後、これらを触媒として用いた

多電子・プロトン移動反応を検討する。 
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